
　
―
―
国
際
化
時
代
で
入
国
管
理
業
務

は
拡
大
の
一
途
と
思
わ
れ
ま
す
が
。

　
藤
原
　
入
国
管
理
局
の
主
な
業
務

は
、
①
「
全
て
の
人
の
出
入
国
の
公
正

な
管
理
」、
②
「
外
国
人
の
在
留
の
管

理
」、
③
「
外
国
人
の
退
去
強
制
」、
④

「
難
民
の
認
定
」
の
四
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
①
で
は
、
日
本
人
を
含
め
た
全
て
の

人
の
出
入
国
の
公
平
な
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。
正
当
な
目
的
を
も
っ
て
来
日

し
よ
う
と
す
る
外
国
人
が
ス
ム
ー
ズ
に

入
国
し
安
心
し
て
滞
在
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
滞
在
を
認
め
て
は
な

ら
な
い
様
な
人
の
入
国
を
阻
止
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
厳
格
な

査
証
審
査
の
た
め
の
外
務
省
と
の
連

携
、
入
国
時
の
個
人
識
別
情
報
（
顔
写

真
・
指
紋
）
の
提
供
の
義
務
づ
け
、
偽

変
造
文
書
鑑
識
の
充
実
・
強
化
等
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
②
で
は
、
日
本
に
在
留
す
る
外
国
人

は
、
上
陸
時
に
決
定
さ
れ
た
在
留
資
格

と
在
留
期
間
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
自
由

に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ

の
在
留
資
格
を
変
更
し
た
い
、
又
は
在

留
期
間
を
超
え
て
在
留
し
た
い
場
合

は
、
入
国
管
理
局
で
許
可
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
入
国
管
理
局
で
は
審

査
を
通
じ
て
、
日
本
国
民
の
利
益
や
治

安
が
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮

し
つ
つ
、
外
国
人
の
在
留
の
適
正
な
管

理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
③
で
は
、
入
管
法
に
違
反
し
た
外
国

人
に
対
す
る
退
去
強
制
手
続
を
執
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
入
管
法
違
反

が
疑
わ
れ
る
外
国
人
に
対
し
て
、
違
反

調
査
、
収
容
等
の
手
続
を
入
国
警
備
官

が
行
い
、
そ
の
後
、
入
国
審
査
官
が
違

反
審
査
、口
頭
審
理
等
の
手
続
を
行
い
、

退
去
強
制
令
書
を
発
付
し
て
送
還
し
ま

す
。

　
④
で
は
、
我
が
国
は
昭
和
五
十
六
年

に
「
難
民
の
地
位
に
関
す
る
条
約
（
難

民
条
約
）」
に
加
入
し
、
難
民
認
定
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
日
本
に
い
る
外

国
人
か
ら
難
民
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た

場
合
は
、
入
国
管
理
局
に
お
い
て
難
民

で
あ
る
か
否
か
が
審
査
さ
れ
、
難
民
と

認
定
さ
れ
る
と
、
難
民
条
約
に
定
め
ら

れ
て
い
る
保
護
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
―
―
日
本
は
観
光
立
国
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
が
。

　
藤
原
　
外
国
人
入
国
者
は
、
平
成

二
十
五
年
に
初
め
て
一
〇
〇
〇
万
人
を

超
え
、
二
十
八
年
に
は
約
二
三
〇
〇
万

人
と
急
増
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で

我
が
国
で
は
、
三
十
二
年
ま
で
に
訪
日

外
国
人
四
〇
〇
〇
万
人
を
目
標
と
す
る

な
ど
、
観
光
立
国
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
訪
日
外
国
人
の
入
国
手
続
を

よ
り
迅
速
に
行
う
た
め
、
出
入
国
審
査

を
行
う
入
国
審
査
官
を
増
員
す
る
と
と

も
に
、
上
陸
審
査
待
ち
時
間
を
活
用
し

て
個
人
識
別
情
報
を
事
前
に
取
得
す
る

た
め
の
バ
イ
オ
カ
ー
ト
を
主
な
空
港
に

導
入
し
て
い
ま
す
。

　
―
―
少
子
高
齢
化
で
外
国
人
労
働
者

受
け
入
れ
問
題
が
指
摘
さ
れ
ま
す
が
。

　
藤
原
　
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
に

つ
い
て
は
、
幅
広
い
観
点
か
ら
の
政
府

全
体
で
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
単
純
労
働
者
に
つ
い
て
は
受
け
入

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
が
、
政
府

レ
ベ
ル
で
は
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ

に
関
し
て
様
々
な
検
討
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
二
十
六
年
六
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂

二
〇
一
四
」
で
は
、
建
設
分
野
と
の
人

材
の
相
互
交
流
が
高
い
造
船
分
野
で
の

外
国
人
の
受
入
れ
、
介
護
分
野
で
の
外

国
人
の
受
入
れ
、
製
造
業
に
お
け
る
海

外
子
会
社
等
従
業
員
の
受
入
れ
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
に
お
い
て
は
、「
技
能
実
習
」

と
「
介
護
」
に
係
る
法
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
二
十
八
年
に
制
定
さ
れ
た
技

能
実
習
法
に
よ
り
、
本
年
十
一
月
か
ら

「
外
国
人
技
能
実
習
機
構
」
を
設
け
る

こ
と
等
に
よ
り
、
技
能
実
習
の
適
正
な

実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
を
図
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
介
護
に
つ
い
て
は
、
本
年
九
月
か
ら

新
た
な
在
留
資
格
と
し
て
介
護
が
創
設

さ
れ
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
外
国

人
が
、
介
護
施
設
等
と
の
契
約
に
基
づ

い
て
介
護
又
は
介
護
の
指
導
の
業
務
に

従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
―
―
今
後
の
変
化
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
藤
原
　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
で
は
、
出
入
国
す
る
外
国
人
の
公
正

な
管
理
を
図
る
た
め
、
外
国
人
の
入
国

及
び
在
留
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な

る
べ
き
計
画
を
法
務
大
臣
が
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
計
画
は
、
二
十
七
年
九
月
に

策
定
さ
れ
た
「
第
五
次
出
入
国
管
理
基

本
計
画
」
で
す
。
同
計
画
で
は
、「
我

が
国
社
会
に
活
力
を
も
た
ら
す
外
国
人

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
」

が
基
本
方
針
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
①
専
門
的
・
技
術
的

分
野
の
外
国
人
の
受
入
れ
の
推
進
、
②

高
度
人
材
外
国
人
の
受
入
れ
の
推
進
、

③
緊
急
に
対
応
が
必
要
な
分
野
等
に
お

け
る
外
国
人
の
受
入
れ
―
―
で
す
。

　
三
十
二
年
頃
ま
で
は
、
同
方
針
に

従
っ
た
施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
単
純
労
働
者
や
現
行
制
度

で
は
受
け
入
れ
て
な
い
外
国
人
の
受
入

れ
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
労
働
者
等
の

確
保
の
た
め
の
努
力
の
状
況
、
そ
の
上

で
な
お
か
つ
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ

を
必
要
と
す
る
分
野
、
具
体
的
な
ニ
ー

ズ
、
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
る
産
業
構

造
へ
の
影
響
、
受
け
入
れ
る
場
合
の
適

切
な
管
理
体
制
の
構
築
な
ど
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
政
府
全
体

と
し
て
、様
々
な
検
討
を
加
え
た
上
で
、

方
針
を
決
定
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
―
―
最
後
に
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
藤
原
　
第
一
に
、
日
本
政
府
と
し
て

は
、
三
十
二
年
ま
で
に
外
国
人
入
国
者

四
〇
〇
〇
万
人
と
い
う
野
心
的
な
目
標

を
立
て
て
い
ま
す
。
昨
年
は
年
間
約

二
三
〇
〇
万
人
の
入
国
者
数
で
す
が
、

近
年
の
伸
び
は
著
し
く
、
こ
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
名
古
屋
入
管
局
長
と

し
て
、
中
部
国
際
空
港
や
ク
ル
ー
ズ
船

受
入
れ
な
ど
で
厳
格
か
つ
迅
速
な
審
査

を
実
施
し
、
外
国
人
観
光
客
等
の
入
国

を
す
す
め
な
が
ら
、
好
ま
し
か
ら
ぬ
外

国
人
の
入
国
は
排
除
す
る
こ
と
で
、
地

域
経
済
の
活
性
化
と
地
域
社
会
の
安
全

の
確
保
を
と
も
に
実
現
し
た
い
で
す
。

　
第
二
に
、こ
れ
か
ら
の
日
本
の
経
済
、

社
会
を
よ
り
活
力
あ
る
も
の
に
し
て
い

く
に
は
多
様
な
外
国
人
人
材
を
受
け
入

れ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
東
海
地
区
は
も
と
よ
り
外

国
人
の
在
留
の
方
々
が
多
く
お
ら
れ
ま

す
が
、
ル
ー
ル
に
基
づ
き
外
国
人
と
地

域
社
会
が
安
心
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し

た
い
で
す
。

名
古
屋
入
国
管
理
局

藤
原  

浩
昭
局
長
に
聞
く

外
国
人
入
国
者
の
増
加
に
対
し

ス
ム
ー
ズ
な
手
続
き
で

日
本
経
済
に
貢
献
し
て
い
く

　
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
、
多
く
の
企
業
・
個
人
が
国
の
枠
組
み
を
超

え
て
活
動
し
て
い
る
。
一
方
で
、
密
入
国
や
不
法
滞
在
と
い
っ
た
問
題
も
少
な

く
な
い
。
外
国
人
の
入
出
国
・
在
留
・
違
反
手
続
・
難
民
認
定
に
関
す
る
調
査

等
を
行
っ
て
い
る
、
名
古
屋
入
国
管
理
局
藤
原
浩
昭
局
長
に
現
状
を
聞
い
た
。
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